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二
〇
一
八
年
度
（
平
成
三
十
年
度
）
通
常
総
会
開
催 

 

議
案
す
べ
て
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
る
！ 

高
齢
化
進
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ど
う
対
処
？ 

そ
の
他
の
事
業
と
し
て
、
桜
ま
つ
り
で
は
、
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ブ
号
の
パ
レ
ー
ド
参
加
と
福
祉
バ
ザ
ー

の
実
施
（
売
り
上
げ
六
万
五
千
七
百
二
十
五
円
）、

イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
の
「
幸
せ
の
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
へ
の
参
加
で
六
万
五
千
円
分
の
商
品

券
を
受
け
取
っ
た
。 

監
事
（
勝
部
幸
三
さ
ん
と
小
川
紀
江
さ
ん
）
の
監

査
報
告
の
後
、
第
一
号
議
案
と
第
二
号
議
案
が
合
わ

せ
て
採
決
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。 

続
い
て
、
髙
橋
会
長
か
ら
第
三
号
議
案
二
〇
一
八

年
度
事
業
計
画
案
を
、
吉
留
理
事
か
ら
第
四
号
議
案

二
〇
一
八
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ

た
。 

「
協
会
の
役
割
は
何
か
？
」
や
「
協
会
ら
し
い
活
動

は
？
」
を
総
合
企
画
委
員
会
を
中
心
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。
従
来
通
り
の
活
動
は
進
め
て
い
く
。 

財
政
面
で
は
、
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
税

制
の
優
遇
措
置
を
利
用
し
た
寄
付
募
集
の
促
進
を

は
か
る
。 

福
祉
車
両
の
老
朽
化
に
対
応
し
、
再
度
日
本
財
団

へ
補
助
申
請
を
行
う
。 

今
年
度
の
事
業
で
開
催
日
が
決
ま
っ
て
い
る
の

は
「
ほ
か
ふ
か
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
」
と
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」（
日
程
の
詳
細
は
最

後
に
掲
載
）。
な
お
、
総
会
資
料
二
十
四
頁
上
か
ら

五
行
目
約
九
コ
ー
ス
の
数
字
は
五
に
修
正
さ
れ
た
。 

第
三
号
議
案
と
第
四
号
議
案
は
ま
と
め
て
採
決

さ
れ
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
後
、
次
の
要
望
が
だ

さ
れ
た
。 

 

 
 

 
 

 
 

 

＊
次
頁
に
続
く 

 

認定特定非営利活動法人 相模原ボランティア協会 

 

最
初
に
第
一
号
議
案
二 

〇
一
七
年
度
事
業
報
告
と 

第
二
号
議
案
二
〇
一
七
年 

度
会
計
報
告
、
及
び
監
査 

報
告
が
行
わ
れ
た
。 

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
運
行 

事
業
で
は
運
転
手
の
高
齢
化
の
問
題
が
課
題
。
ほ
か

ほ
か
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
に
は
約
千
四
百
人
、
新
春

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に
は
八
十
二
名
の
参
加
が
あ
っ

た
。
二
〇
一
四
年
か
ら
始
め
た
居
宅
訪
問
型
の
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、
利
用
者
が
傾
聴
活
動
を

受
け
る
こ
と
に
よ
り
見
違
え
る
ほ
ど
元
気
に
な
り

介
護
度
の
改
善
が
見
ら
れ
た
。
高
齢
者
や
障
が
い
者

を
対
象
に
し
た
家
具
転
倒
防
止
の
活
動
は
、
市
の
危

機
管
理
課
が
作
成
し
て
い
る
チ
ラ
シ
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
協
会
の
活
動
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
昨

年
の
依
頼
件
数
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
た
め
に
、
七
月
に
基

礎
講
座
、
コ
ー
ス
別
講
座
を
開
催
。
二
月
に
は
傾
聴

入
門
講
座
を
開
催
し
た
。 

情
報
発
信
事
業
と
し
て
は
、
一
九
八
一
年
以
来
毎

月
発
行
し
て
い
る
「
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
通
信
」
は
こ
の

五
月
で
通
巻
四
三
八
号
に
な
る
。
季
刊
発
行
の
「
わ

く
わ
く
」
は
四
十
号
か
ら
衣
替
え
を
し
て
Ｂ
５
版
に 

な
っ
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
者
が
三
月
末
で
五

千
八
百
五
十
人
に
達
し
た
。 

 

五
月
二
十
日
（
日
）
午
後
二
時
か
ら
あ
じ
さ
い
会

館
六
階
展
示
室
で
二
〇
一
八
年
度
通
常
総
会
が
開

か
れ
た
。総
合
司
会
の
小
野
明
雄
理
事
の
進
行
で
幕

開
け
し
、
吉
留

よ
し
ど
め

勉
つ
と
む

副
会
長
の
開
会
の
言
葉
の
後
、

髙
橋
功
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、「
協
会
の
財
政
面
の

危
機
的
状
況
は
回
避
で
き
た
が
、財
政
面
で
の
問
題

が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、若
い
人
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
勧
誘
し
委
員
会
活
動
へ
の
参
加
も
働

き
か
け
な
い
と
い
け
な
い
。更
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ

号
の
老
朽
化
に
伴
い
、昨
年
は
却
下
さ
れ
た
が
日
本

財
団
へ
の
申
請
を
今
年
も
続
け
る
」
と
述
べ
た
。 

資
格
審
査
で
は
、事
務
局
の
篠
島

さ
さ
じ
ま

紀
子

の

り

こ

さ
ん
か
ら

「
出
席
者
、
議
決
権
行
使
者
、
委
任
状
の
合
計
が
正 

会
員
の
二
分
の
一
以
上
に
な
り
総
会
は
成
立
す
る
」 

と
報
告
。 

続
い
て
議
長
に

加
藤

か

と

う

修
お
さ
む

さ
ん
、
書
記

に
堀ほ

り

一
恵

か

ず

え

さ
ん
が
選

出
さ
れ
た
。議
事
録
署

名
人
に
は
、議
長
か
ら

児
玉

こ

だ

ま

英
明

ひ
で
あ
き

さ
ん
と
杉

本
ま
ゆ
み
さ
ん
が
指

名
さ
れ
、議
事
に
入
っ

た
。 

 
 

 
 



                              

６月の記念日は？               
小倉義男 

６月11日、傘の日です。 

この日が「入梅」になることが多いことから、

傘の日だそうです。日本洋傘振興協議会が

1989年に制定。 

梅雨は、確かにジメジメとして嫌な季節で

すが、農作物の成長にとって必要な雨の季節

でもあります。 

そんな雨の季節、 

虹色の傘があった 

ら楽しそうですね。 

(*^^*)       小倉画 

 

ぼらんてぃあ通信  

 

2018. 5. 29 
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エ
フ
エ
ム
さ
が
み
に
出
演
し
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

理
事 

 

吉
留 

勉 

 

五
月
八
日
（
火
）
エ
フ
エ
ム
さ
が
み
「
竹
中
通
義
モ
ー

ニ
ン
グ
ワ
イ
ド
」
に
出
演
し
て
協
会
の
活
動
内
容
な
ど
を

紹
介
し
ま
し
た
。 

生
放
送
だ
っ
た
の
で
す
が
、
当
日
は
事
前
打
ち
合
わ
せ

も
な
く
、
放
送
の
二
分
位
前
に
マ
イ
ク
の
前
に
座
ら
さ
れ

て
い
き
な
り
本
番
放
送
で
し
た
。
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
は

ボ
ラ
協
や
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
号
の
こ
と
も
よ
く
知
っ
て
い

る
よ
う
な
口
ぶ
り
で
し
た
。
仕
事
柄
、
傾
聴
活
動
に
特
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
ボ
ラ
協
の
活
動
内
容
の

一
通
り
の
紹
介
は
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
不
足
の
課
題
を
あ
げ
、
養
成
講
座
の
紹
介

も
し
た
の
で
、
こ
れ
を
聴
い
て
ボ
ラ
協
の
活
動
に
参
加
し

て
く
れ
る
人
が
一
人
で
も
増
え
る
と
い
い
の
で
す
が
。 

 

ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
通
信
版 

ツ
イ
ッ
タ
ー
コ
ー
ナ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Ｆ
・
Ｋ 

娘
の
家
の
庭
…
一
ヵ
月
程
ま
え
の
こ
と 

今
ま
で
あ
っ
た
い
ち
ご
の
つ
る
が
延
び
た
。 

雑
草
を
取
り
、
小
さ
な
苗
を
と
り
の
ぞ
い
た
。 

そ
し
て
ワ
ラ
を
引
い
た
。 

き
っ
と
大
き
な
真
っ
赤
な
い
ち
ご
が
収
穫
で
き
る
と

期
待
し
た
。 

最
近
、
実
が
色
づ
き
は
じ
め
楽
し
い
毎
日
だ
。 

 
 

 

 

 

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
ク
イ
ズ
で
す
。 

①
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
は
，
一
般
的
に
何
色
で
し
ょ
う
か
。 

 

㋐
黄
色 

㋑
緑
色 

㋒
赤
色 

㋓
青
色 

②
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
開
発
し
た
の
は
，
ど
の
国
の
人
で
し
ょ

う
か
。 

 

㋐
ス
ェ
ー
デ
ン 

㋑
イ
ギ
リ
ス 

㋒
ド
イ
ツ 

㋓
日
本 

③
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
日
本
で
は
じ
め
て
取
り
入
れ
た
都
道
府

県
は
，
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。 

 

㋐
大
阪
府 

㋑
長
野
県 

㋒
神
奈
川
県 

㋓
東
京
都 

④
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
開
発
さ
れ
た
の
は
，
何
年
で
し
ょ
う
か
。 

 

㋐
１
９
７
５
年 

㋑
１
９
６
５
年 

㋒
１
９
５
５
年 

 

㋓
１
９
８
５
年 

⑤
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
は
，
何
種
類
あ
る
で
し
ょ
う
か
。 

 

㋐
三
種
類 

㋑
二
種
類 

㋒
四
種
類 

㋓
一
種
類 

＊
答
え
を
探
し
て
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
ね
。 

要
望
（
１
）
日
本
財
団
へ
の
Ｈ
Ｃ
号
申
請
に
当
た
っ
て

は
、
申
請
の
仕
方
に
工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

そ
れ
に
対
し
吉
留
理
事
か
ら
は
「
却
下
さ
れ
た
理
由
は
年

間
運
行
件
数
が
少
な
い
と
言
わ
れ
た
。
許
可
さ
れ
る
確
率

は
十
六
％
で
難
し
い
け
れ
ど
何
と
か
工
夫
し
て
ア
ピ
ー
ル

し
た
い
」
と
回
答
し
た
。 

要
望
（
２
）「
わ
く
わ
く
」
年
四
回
発
行
時
、
製
本
作
業

の
人
数
が
足
り
な
い
。「
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
通
信
」
の
発
送
作

業
を
手
伝
っ
て
い
る
若
者
に
参
加
し
て
も
ら
え
な
い
か
。 

議
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
議
案
が
す
べ
て
承
認
さ
れ

た
後
、
忌
憚
の
無
い
要
望
も
出
さ
れ
、
な
か
な
か
良
い
雰

囲
気
の
中
で
総
会
は
無
事
終
了
。 

出
席
者
を
見
渡
す
と
確
か
に
高
齢
者
が
多
い
と
思
わ
れ

る
が
、
働
き
盛
り
の
人
や
若
い
人
が
い
な
い
わ
け
で
は
な

い
か
ら
、
講
座
受
講
生
や
い
ろ
い
ろ
な
機
会
で
若
者
の
参

加
を
根
強
く
呼
び
か
け
て
い
く
し
か
な
い
の
で
は
と
感
じ

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
勝
部
・
山
崎
） 

  

＊ボランティア養成講座 

  ７月７日、１４日、２１日（各土曜日） 

 講座詳細は、来月のぼらんてぃあ通信に

掲載します。 

＊ほかほかふれあいフェスタ２０１８ 

  １０月２０日（土） 

  １２月８日（土）（街頭キャンペーン） 

 

お一人でも多くの方々の参加を、 

よろしくお願いします。 

 

ボランティア協会２０１８年度事業日程 

 
 

 Twitter  ＰＲ活動 



                      

ぼらんてぃあ通信  

 
 
 

 

四
月
二
十
四
日
午
前
、
ど
ん
よ
り
と
し
た
空
模
様
の
中
、

相
武
台
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
を
拠
点
に
活
動
さ
れ
て
い
る
「
福

祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
風
」
の
定
例
会
が
開
か
れ
る
グ
リ
ー
ン
パ

ー
ク
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
む
か
い
ま
し
た
。 

 

毎
月
一
回
第
四
火
曜
日
に
開
か
れ
て
い
る
定
例
会
は
九
時

半
か
ら
始
ま
り
、
代
表
の
藤
村

ふ
じ
む
ら

眞
理
子

ま

り

こ

さ
ん
と
今
日
出
席
の

六
名
の
み
な
さ
ん
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に
一
か
月

間
の
活
動
報
告
。
い
つ
、
ど
こ
へ
、
誰
と
行
っ
た
。
そ
の
時

の
活
動
の
様
子
。
感
じ
た
こ
と
。
問
題
点
な
ど
が
出
さ
れ
て
、

一
つ
一
つ
皆
さ
ん
で
考
え
て
意
見
を
出
し
合
う
と
い
う
話
し

合
い
が
続
い
て
、
私
た
ち
も
静
か
に
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。 

 

続
い
て
こ
れ
か
ら
先
一
か
月
間
の
依
頼
に
つ
い
て
何
月
何

日
、
ど
こ
で
ど
ん
な
こ
と
を
、
ど
ん
な
内
容
か
な
ど
、
ま
た

一
つ
一
つ
丁
寧
に
説
明
が
あ
り
、
活
動
で
き
る
人
の
割
り
振

り
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

                                

会
員
が
そ
れ
ぞ
れ

自
分
の
活
動
で
き

る
日
程
に
合
わ
せ

て
「
行
け
る
」
「
行

け
な
い
」
を
決
め

る
。
会
員
同
士
で

「
じ
ゃ
あ
、
誰
と
い

っ
し
ょ
に
行
き
ま

す
」「
行
け
る
か
な
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
が
ん
ば
っ
て
み
ま 

 

す
」
な
ど
、
積
極
的
に
意
見
が
交
換
さ
れ 

て
い
ま
し
た
。 

 

定
例
会
が
終
わ
っ
て
、
会
の
皆
さ
ん
に 

お
話
を
伺
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
の
始
ま
り
の
き
っ
か

け
は
、
退
職
し
て
か
ら
何
か
人
の
役
に
立
つ
こ
と
が
し
た
い
と

考
え
て
い
た
時
、
社
協
の
さ
さ
え
あ
い
活
動
に
つ
い
て
の
お
話

を
聴
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
の
ち
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の

中
に
掃
除
の
出
来
な
い
人
が
い
る
と
聞
い
て
お
手
伝
い
に
行

き
、
同
じ
仕
事
仲
間
の
三
人
で
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
活
動
を
始
め
て
十
五
年
に
な
り
ま
す
。
常
に

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、
相
手
の
状
態
に
合
わ
せ
る
こ
と
。
自

分
に
合
わ
せ
て
は
い
け
な
い
。
そ
し
て
少
し
ゆ
る
め
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
最
初
は
自
分
が
出
来
る
こ
と
を
引
き

受
け
る
よ
う
に
し
て
、
二
か
月
ぐ
ら
い
の
範
囲
内
で
引
き
受
け

る
事
で
し
た
。
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
も
会

員
と
し
て
加
わ
っ
て
い
ま
す
。 

・
病
院
内
の
付
き
添
い
（
送
迎
は
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
担
う
） 

 
・
散
歩
の
付
き
添
い 

 

・
家
事
援
助
（
掃
除
、
洗
濯
す
る
、
干
す
、
た
た
む
） 

 

・
家
の
片
付
け 

 

・
買
物
（
頼
ま
れ
た
物
を
買
う
、
付
き
添
っ
て
買
う
） 

 

・
小
中
学
校
へ
の
通
学
支
援 

 

・
子
供
さ
ん
の
お
世
話
（
親
が
具
合
が
悪
い
時
な
ど
）
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
。 

 

Ｐ
Ｒ
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
窓
口
は
社
協
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
、
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
よ
り
の
依
頼
。
個
人
の

依
頼
も
受
け
ま
す
。 

 

活
動
地
域
は
相
武
台
団
地
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
、
相
武
台
前

駅
前
地
区
の
三
地
区
で
す
。
会
員
は 

現
在
十
五
人
、
う
ち
男
性
一
人
で
年 

齢
は
五
十
代
か
ら
七
十
代
、
全
員
が 

 

― 3 ― 

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
住
民
で
す
。
今
の
悩
み
は
や
は
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
少
な
い
こ
と
で
す
。 

 

終
わ
り
に
私
達
は
な
ん
だ
か
と
て
も
居
心
地
の
良
い
「
こ

こ
ち
よ
い
風
」
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
良
い
活
動
を

続
け
て
行
か
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
山
崎
、
植
野
） 

 
 

      

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
風 

 
 

 
      

代
表 

藤
村
眞
理
子 

 
 

 
 

   

〒
２
２
５ - 

０
３
２
５ 

 
 

 
 

   

南
区
新
磯
野
４ - 

４ - 

５ - 

５
０
３ 

 
 

 
 

    

電
話 

０
４
６ - 

２
５
５ - 

４
６
８
４ 

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
グ
ル
ー
プ
訪
問
記 

   

①
は
、
㋐
の
黄
色
。
②
は
、
㋓
の
日
本
。
岡
山
県
の
人
で
す
。 

③
は
、
㋓
の
東
京
都
。
④
は
、
㋑
の
１
９
６
５
年
。 

⑤
は
、
㋑
の
二
種
類
。
Ｊ
Ｉ
Ｓ
と
い
う
規
格
で
は
、
二
種
類
。

点
で
示
す
も
の
と
線
で
示
す
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

心
地
よ
い
風
を
感
じ
さ
せ
る 

 
 

「
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
風
」 

 

№ 438  

ここちよい風が感じられた 
定例会の様子    
 

 
 

 

も
く
じ 

＊
座
談
会 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
が
残
し
た
も
の 

＊
ふ
く
し
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
情
報 

＊
障
が
い
者
の
詩 

他
、
情
報
満
載
で
す
。 

 
ボランティア情報誌  

 わくわく 2018春号 

4月22日発行 

 

 

＊事務局に置いてあります！ 



                     

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
歌
織
は
、
一
人
ひ
と
り
の
人
生
や 

思
い
を
「
縦
糸
・
横
糸
」
に
見
立
て
て
織
物
を
織
る 

よ
う
に
、
素
敵
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
ま
し
ょ
う
！ 

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で 

練
習
に
励
ん
で
い
る
〈
混
声
合
唱
団
〉
で
す
。 

名
称 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
歌
織
（
か
お
り
） 

組
織
体
制 

 

指
揮
者 

大
沼 

ケ
イ
（
二
期
会
会
員
） 

 

代
表 

 

斎
藤 

京
一 

 

副
代
表 

金
持 

健
司
、
羽
毛
田 

守 

 

会
員 

 

二
十
五
名 

練
習
日 

毎
週
土
曜
日
午
後 

月
四
回
（
原
則
） 

練
習
会
場 

橋
本
公
民
館
視
聴
覚
室 

 
 

 
 

 

小
山
小
学
校
音
楽
室 

な
ど 

年
間
行
事
（
予
定
） 

 
 

六
月 

県
合
唱
祭
（
県
立
音
楽
堂
） 

 

十
一
月 

第
四
回
演
奏
会
（
杜
の
ホ
ー
ル
） 

 
 

二
月 

市
か
が
や
け
歌
声 

 
 

三
月 

橋
本
公
民
館
ま
つ
り 

そ
の
他 

 

「
歌
う
Ｏ
Ｋ
団
」
大
沼
ケ
イ
先
生
指
導
団
体 

の
合
同
練
習
・
発
表
会 

本
年
四
月
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
エ
ー
ブ
横
浜
に
出
演 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
老
人
ホ
ー
ム
、
サ
ロ
ン
等
へ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
歌
織 

ぼらんてぃあ通信  
 

 

2018.５. 29 

ほ
っ
こ
り 

な 

♡ 

ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
（  

）

「アンサンブル歌織」代表  斎藤 京一さん 
問合せ窓口；副代表 羽毛田 守さん ℡090-1113-0090 

 

最
近
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 
 

昨
年 

四
月
二
十
日 

泰
政
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

 
 

昨
年
十
一
月
三
十
日 

泰
政
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

 
 

三
月 

十
八
日(

日) 

イ
リ
ー
ゼ
は
し
も
と 

四
月 

十
一
日(

水) 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
み
じ
の
手
中
央 

 
 

毎
月
第
三
月
曜 

中
央
区
小
山
二
丁
目
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」 

 

1０ 

 

 第4 回演奏会の ご案内 

テ ー マ；いのち 

サブテーマ；いのち輝かせて 

日時；11月23日（金、祝日） 

場所；杜のホールはしもと 

入場無料、要整理券 

指 揮；大沼ケイ 

ピアノ；神﨑えり 

第１部；いのちの歌 瑠璃色の地球 他 

第2部；合唱曲集「ふるさとのうた、いのちのうた」 

第3部；Faure REQUIEM OP.48 

平成30年度相模原市文化芸術発表・交流活動支援事業補助金交付事業 

主催；アンサンブル歌織  お問いあわせ；０８０－５６９７－３６４６（斎藤） 

後援；相模原市合唱連盟・相模原市教育委員会・相模原市社会福祉協議会 

平
成
二
十
九
年
度 

神
奈
川
県
合
唱
祭
に
て 

―４－ 

 

理
事
会
報
告 

五
月
二
十
日
（
日
）
十
五
時
半
よ
り
（
理
事
八
名
出
席
） 

 

一
．
報
告
事
項 

◆
広
報
委
員
会
（
ぼ
ら
通
部
会
） 

・
広
報
紙
「
ぼ
ら
通
」
の
送
付
方
法
は
手
渡
し
と 

郵
送
で
実
施
し
て
い
る
が
、
郵
送
に
統
一
す
る 

方
向
で
検
討
。
但
し
Ｅ
メ
ー
ル
登
録
者
に
は
、 

Ｅ
メ
ー
ル
送
信
と
す
る
。 

二
．
審
議
事
項 

（
一
）
相
模
原
市
社
会
福
祉
功
労
者
表
彰
お
よ
び 

市
社
協
の
社
会
福
祉
活
動
推
進
功
労
者
表
彰
の 

推
薦
に
つ
い
て
は
活
動
年
数
を
考
慮
し
、
市
の 

社
会
福
祉
功
労
者
二
名
、
市
社
協
の
社
会
福
祉 

活
動
推
進
功
労
者
表
彰
二
名
を
了
承
し
た
。 

（
二
）
中
央
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
使
用
団 

体
登
録
と
ロ
ッ
カ
ー
使
用
の
件 

・
使
用
団
体
登
録
は
継
続
す
る
が
、
ロ
ッ
カ
ー 

使
用
権
は
返
却
す
る
。
ロ
ッ
カ
ー
内
の
資
料 

は
回
収
し
た
。 

（
三
）
電
話
回
線
工
事
に
つ
い
て 

 

・
フ
レ
ッ
ツ
光
へ
の
変
更
に
対
す
る
回
線
工
事 

を
五
月
二
十
九
日
（
火
）
午
前
中
に
実
施
。 

（
四
）
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
委
員
会 

 

・
南
の
新
規
利
用
会
員
の
受
入
は
、
運
転
者
の 

高
齢
化
と
車
両
の
関
係
で
、
今
後
中
断
す
る
。 

三
．
そ
の
他 

（
一
）
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

 

・
六
月
と
七
月
の
参
加
者
を
決
め
た
。 

  
 

 
 

次
回
理
事
会 

六
月
六
日
（
水
） 



イ
ベ
ン
ト
情
報 

◆取扱物件 

貸アパート・マンション 貸戸建ほか 

貸事務所・店舗・駐車場・貸工場・倉庫 

売中古マンション 売中古一戸建 

売土地 売工場・倉庫 売事務所・店舗 

投資用・その他 リゾート物件 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

養
成
講
座
受
講
生
募
集 

 日 

時
： 

六
月
十
六
日
（
土
）
十
七
日
（
日
） 

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
五
時 

場 

所
：
緑
区
合
同
庁
舎
２
階 

情
報
交
換
ル
ー
ム 

内 

容
：
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

で
の
活
動
に
必
要
な
知
識
や
技 

術
を
学
び
ま
す  

定 

員
：
二
十
人 

先
着
順 

費 

用
：
五
百
円
（
資
料
代
） 

申 

込
：
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
住
所
、 

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
電
話
番
号
、 

「
養
成
講
座
」
と
記
入
の
う
え
申
込
み 

申
込
・
問
合
せ
：
相
模
原
市
社
会
福
祉
協
議
会 

中
央
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

電 

話 
 

０
４
２
・
７
８
６
・
６
１
８
１ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

０
４
２
・
７
８
６
・
６
１
８
２ 

メ
ー
ル
：sv

c
@

sa
g
a
m

ih
a
ra

sh
ish

a
k
yo

.o
r.jp

 

平
成
三
十
年
度
第
一
回
子
ど
も
の 

居
場
所
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー 

 日 

時
： 

七
月
十
六
日
（
月
・
祝
） 

午
前
九
時
四
十
五
分
～
十
一
時
四
十
五
分 

場 

所
：
あ
じ
さ
い
会
館 

ホ
ー
ル 

内 

容 

・
講
演
「
子
ど
も
の
居
場
所
の
現
状
と
こ
れ 

か
ら
の
可
能
性
」 

 
 

講
師 

室
田 

信
一 

氏 

（
首
都
大
学
東
京
人
文
社
会
学
部
准
教
授
） 

・
子
ど
も
の
居
場
所
関
連
の
行
政
施
策
等
概 

 

要
説
明 

・
市
内
の
子
ど
も
食
堂
、
無
料
学
習
支
援
事 

例
報
告 

費 
用
：
無
料 

申 
込
：
六
月
十
五
日
か
ら
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、 

メ
ー
ル
に
て
申
込
み 

申
込
・
問
合
せ
：
相
模
原
市
社
会
福
祉
協
議
会 

中
央
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

電 

話 
 

０
４
２
・
７
８
６
・
６
１
８
１ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

０
４
２
・
７
８
６
・
６
１
８
２ 

メ
ー
ル
：sv

c
@

sa
g
a
m

ih
a
ra

sh
ish

a
k
yo

.o
r.jp

 

ボランティア協会 ６月のよてい 

               

日 時 間 内 容 

４(月) 14時 総合企画委員会 

６(水) 13時半 定例理事会 

11(月)  黄色いレシート 

キャンペーン 
19時 
 

ほかふれ幹事会 
 

16(土) 10時 ハンディキャブ 
委員会 

13時 事務局委員会 

18(月) 13時 ぼら通印刷 

19(火) 13時 ぼら通発送 

23(土) 10時 講座実行委員会 

27(水) 13時半 ぼら通部会 

 当社は相模原市を中心に関東一円まで 

エリアを広げて不動産の取引を展開して 

います。平成２０年３月設立。当初は自 

宅の庭にプレハブを建てて業務をしてい 

ました。平成２３年に業務拡大とともに 

現在の事務所に移転。もともと別荘とし 

て建てられた建物を利用し、お客様に安 

心してお話がしてもらえる空間を提供し 

ています。 

 日々お客様のご要望に１００％応えられるように、

「速さ」、「正確さ」を心がけております。 

 設立して１０年、少しずつ相模原市に根付いてきたの

かなと思います。しかし今後２０年、３０年、５０年、

１００年と続いていけるよう会社の成長を止めず邁進

してまいります。 

 不動産の事は 

もちろん、リフ 

ォームや相続な 

ど、お気軽にお 

問い合わせくだ 

さい。 

 

森 道洋さん 

 

相模原市で活躍する会社紹介 

№.438 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぼらんてぃあ通信  

 

 

 

―５― 

株式会社 オフィスフォーユー 

代 表 取 締 役 森 道明さん 

宅地建物取引士  森
もり

 道
みち

洋
ひろ

さん（２８歳） 

相模原青年会議所2018年度 拡大委員会 副委員長 

本社：〒252-0156 緑区青山 463-15 

電話：042-780-8005  

ＭＡＩＬ； info@office-foryou.com 

オフィスフォーユーは街の皆様と一緒に緑豊かで 

人に優しい街づくりを創造します。 

 

オフィスフォーユーは緑区のバンド 

「フライデーコプス」を応援しています。 

コプスは「雑木林」の意味で毎週金曜の夜練習。 

2004 年夏結成、軽音楽、ポップス、フォーク

ソング、民謡など挑戦し続けています。  



―６－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 社 協 事 業 紹 介  （その２） 

ぼらんてぃあ通信 

 
 
 

2018．5．29 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
員
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち

は
！
相
模
原
市
で
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
、
自
治
会
、
地
区
社
協
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
皆
さ
ま
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
福
祉
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
と
市
社
協
も
、
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
を
得
て
様
々
な
福
祉
事
業
を
展
開

し
「
み
ん
な
で
支
え
合
い 

地
域
の
力
が
育
む 

人

に
や
さ
し
い
ま
ち 

さ
が
み
は
ら
」
を
共
通
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
と
し
て
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

今
号
は
有
料
の
家
事
援
助
活
動
「
ふ
れ
あ
い
サ
ー

ビ
ス
」
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
無
料
？
有
料
で
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
っ
て
い
う
の
？ 

 

皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
通
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
は 

〇
自
発
性
・
主
体
性 

〇
無
償
性
・
無
給
性 

〇
社
会
性 

〇
創
造
性
・
先
駆
性 

と
い
っ
た
４
原

則
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
原
則
に
基
づ
き
全
国
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
５

０
年
代
の
後
半
に
「
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う

言
葉
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
無
償
性
の
原
則
と
な
じ
み

に
く
い
感
じ
で
す
が
、
全
て
持
ち
出
し
で
は
な
く
実

費
弁
償
程
度
の
報
酬
を
受
け
取
る
こ
と
は
良
い
の

で
は
？
と
い
う
考
え
が
出
て
き
た
の
で
す
。
特
定
非

営
利
活
動
（
い
わ
ゆ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
な
ど
も
同
様
の
考

え
方
に
基
づ
い
て
生
ま
れ
ま
し
た
。 

 

◎
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
た
背
景 

 

昭
和
五
十
年
代
の
終
わ
り
頃
、
当
時
は
今
の
よ
う

な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
介
護
問
題
が

家
族
に
大
き
く
の
し
か
か
り
始
め
て
い
ま
し
た
。 

行
政
に
も
民
間
に
も
対
応
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
ほ
ぼ 

 
 

 

無
か
っ
た
た
め
、
家
族
介
護
が
最
後
の
砦
と
い
っ

た
状
況
で
し
た
。
昭
和
六
十
年
代
に
入
り
、
こ
う

し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
全
国
各
地
で
始
ま

っ
た
の
が
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
家
事
援

助
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
す
。 

市
民
が
会
員
と
し
て
登
録
し
合
い
、
支
え
合
お

う
と
い
う
理
念
を
共
有
す
る
も
の
で
し
た
。
「
有

償
」
と
い
う
考
え
方
が
当
時
の
主
婦
層
に
受
け
入

れ
ら
れ
、
社
会
参
加
し
な
が
ら
社
会
に
貢
献
す
る

活
動
が
多
く
の
方
の
賛
同
を
得
た
の
で
す
。 

本
市
で
は
昭
和
六
十
一
年
に
「
寝
た
き
り
老
人
家

族
の
会
」
（
さ
さ
え
あ
い
介
護
家
族
の
会
）
の
協

力
の
も
と
「
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
会
」
が
市

社
協
内
に
設
置
さ
れ
、
そ
の
検
討
を
経
て
平
成
元

年
に
「
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

◎
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
と
は
？ 

相
模
原
市
民
の
協
力
に
よ
る
会
員
制
の
有
料

家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
高
齢
や
障
が
い
、
産

前
産
後
、
傷
病
等
で
「
掃
除
・
洗
濯
・
買
い
物
な

ど
の
家
事
が
で
き
な
い
」
「
通
院
や
外
出
の
介
助

が
欲
し
い
」
「
犬
の
散
歩
や
庭
の
草
取
り
を
し
て

欲
し
い
」
等
の
困
り
ご
と
の
あ
る
方
が
利
用
会
員

と
し
て
登
録
し
、
協
力
会
員
（
市
内
在
住
二
十
歳

以
上
の
方
）
に
登
録
さ
れ
た
市
民
が
有
料
で
支
援

し
て
い
ま
す
。 

利
用
会
員
と
協
力
会
員
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
市

社
協
内
の
相
談
員
が
行
い
、
お
互
い
の
信
頼
関
係

が
深
ま
る
よ
う
現
場
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

利
用
料
は
事
務
手
数
料
も
含
め
一
時
間
九
百
円

～
千
円
。
ま
た
、
利
用
会
員
は
年
会
費
千
五
百
円

が
必
要
で
す
。 

◎
現
在
の
状
況
は
？ 

 

平
成
二
十
九
年
度
の
登
録
者
は
利
用
会
員
五

百
三
十
三
人
、
協
力
会
員
二
百
五
十
人
。
本
来
は

利
用
会
員
数
の
三
倍
程
度
の
協
力
者
数
が
必
要

と
言
わ
れ
て
お
り
、
協
力
会
員
の
確
保
は
大
き
な

課
題
で
す
。
総
活
動
時
間
数
は
二
万
七
百
三
十
六

時
間
。
平
成
二
十
七
年
度
に
約
一
万
六
千
時
間
に

落
ち
込
み
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
急
激
に
伸
び
て

い
ま
す
。
介
護
保
険
や
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
組
み
合

わ
せ
て
利
用
す
る
方
も
多
く
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
と
っ
て
も
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
利
用

会
員
は
高
齢
者
が
ダ
ン
ト
ツ
に
多
く
、
協
力
会
員

は
六
十
～
七
十
代
が
主
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

◎
今
後
に
向
け
て 

ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
開
始
当
初
、
協
力
会
員
の
主

力
は
四
十
～
五
十
代
の
主
婦
層
で
し
た
。
子
育
て

が
一
段
落
し
、
自
ら
の
価
値
を
こ
の
サ
ー
ビ
ス
へ

の
参
加
に
求
め
た
方
々
で
す
。
三
十
年
過
ぎ
て
主

力
年
代
は
変
化
し
て
い
ま
す
。
経
済
状
況
が
変
化

し
世
帯
収
入
が
伸
び
悩
む
中
、
子
ど
も
の
教
育
費

を
確
保
す
る
た
め
に
共
働
き
が
当
た
り
前
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
晩
婚
化
に
よ
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
の
変
化
が
、
女
性
の
生
活
様
式
を
大
き
く
変
え

つ
つ
あ
り
ま
す
。
市
民
相
互
の
助
け
合
い
の
理
念

は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
時
代
に
応
じ
た
事
業
運
営

形
態
に
変
化
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
「
状
況

を
受
止
め
、
柔
軟
に
対
応
す
る
」
難
し
い
こ
と
で

す
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

市
社
協 

田
所 
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尾
野
輝
男 

街
頭
で
通
行
人
に
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
、
と

言
っ
て
啓
蒙
用
の
物
品
を
手
渡
す
。
こ
れ
は
相
模
原
市

明
る
い
選
挙
推
進
協
会
（
明
推
協
）
の
選
挙
民
の
選
挙

に
つ
い
て
の
意
識
を
高
め
る
た
め
の
啓
蒙
運
動
の
一
コ

マ
で
す
。
国
政
や
地
方
の
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と

き
、
事
前
に
選
挙
民
の
投
票
に
つ
い
て
の
意
識
を
高
め

る
た
め
の
運
動
の
一
つ
で
す
。 

年
に
何
回
か
、
駅
前
や
人
々
が
集
ま
る
お
祭
り
な
ど

の
機
会
を
利
用
し
て
、
行
わ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
一
つ
で
す
。
一
般
に
、
一
回
当
た
り
二
～
三
時
間
か

か
り
ま
す
。
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
や
社
会
教
育
団
体

が
発
起
人
と
な
り
、
正
し
く
明
る
い
選
挙
を
市
民
全
体

の
運
動
と
し
て
推
進
す
る
た
め
、
相
模
原
市
公
明
選
挙

推
進
協
議
会
が
発
足
し
、
そ
の
下
部
組
織
と
し
て
各
地

区
ご
と
に
明
推
協
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
あ
る
老
人
ホ
ー
ム
で
、
二
人
一
組
に
な
り
、
ワ

ン
フ
ロ
ア
十
人
以
上
の
リ
ネ
ン
交
換
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
も
し
て
い
て
、
少
し
は
高
齢
者
支
援
の
た
め
に
働

い
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。 

一
般
に
、
物
事
を
行
う
場
合
は
、
役
割
的
に
ラ
イ
ン
と 

ス
タ
ッ
フ
役
が
あ
り
、
災
害
地
な
ど
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
は
、
体
を
動
か
し
て
復
興
作
業
等
で
の
手
伝
い
を 

す
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
が
、
あ
る
団
体
で
、
縁
の
下
の

力
持
ち
な
ら
ぬ
、
力
仕
事
や
体
を
使
う
こ
と
が
難
し
い
場

合
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

町
田
で
活
動
し
て
い
る
あ
る
研
究
団
体
で
、
研
究
成
果

の
発
表
会
な
ど
開
く
場
合
、
事
前
の
会
員
へ
の
連
絡
や
段

取
り
な
ど
の
仕
事
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
こ
と
に
あ
た
る
。

本
人
は
成
果
の
発
表
な
ど
し
な
く
て
も
資
料
作
り
や
場
所

の
確
保
、
配
布
資
料
の
印
刷
な
ど
の
作
業
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
す
。 

横
浜
で
の
あ
る
コ
ン
サ
ル
ト
団
体
で
は
、
所
属
す
る
会

員
の
便
利
さ
を
高
め
る
た
め
に
、
事
前
の
お
ぜ
ん
立
て
に

走
り
回
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

橋
本
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
委
員
会
委
員
と
し

て
、
活
動
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
家
「
ぬ
く
も
り
」
の
運

営
に
関
係
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
橋
本
地
区
の
住
民
が

地
域
福
祉
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
住
民
交
流
、
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
の
事
前
推
進
に
関
し

て
、
利
用
曜
日
、
時
間
割
ほ
か
、
運
営
に
関
す
る
こ
と
を

話
し
合
い
、
決
め
る
場
で
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
自
ら
進
ん
で
社
会
事
業
な
ど
に

無
償
で
参
加
す
る
人
。（
注
） 

（
注
）
新
村
出
編
「
広
辞
苑
第
六
版
」
岩
波
書
店
か
ら 

 
 

 
 

 

＊
広
報
委
員
会
で
は
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
、
隔
月
で
掲
載

で
き
る
よ
う
に
と
計
画
し
て
い
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
、
ぜ
ひ
と
も
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ 

原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 

会
員
の
皆
さ
ま
に
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、

面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ

く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。 

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
、
尾
野

お

の

輝
男

て

る

お

さ
ん

に
、
今
ま
で
、
ま
た
現
在
携
わ
っ
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
う
か
が
い
ま
し
た
。 

寄
付
に
つ
い
て 

①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
重
要
な
活
動
原
資
と
し
て
の
寄
附 

寄
附
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
非
営

利
組
織
が
社
会
課
題
の
解
決
に
取
組
む
上
で
、
重
要
な
活
動
原

資
の
ひ
と
つ
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
財
源
に
は
主
に
会
費
、
寄

附
金
、
補
助
金
・
助
成
金
、
事
業
収
入
が
あ
り
、
特
定
非
営
利

活
動
事
業
に
関
す
る
収
益
の
財
源
別
構
造
収
益
の
内
訳
を
み

る
と
、
認
定
・
特
例
認
定
法
人
で
は
「
寄
附
金
」（
２
６
，
９
％
）

が
「
事
業
収
益
」（
４
６
，
２
％
）
に
次
ぐ
重
要
な
財
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

②
活
動
分
野
別
の
寄
附
先 

 

実
際
に
寄
附
を
行
っ
て
い
る
人
に
、
そ
の
活
動
分
野
に
つ
い

て
内
閣
府
が
行
っ
た
調
査(

平
成
二
十
六
年
九
月)

で
は
、「
災
害

救
助
支
援
」(

４
２
，
８
％)

が
最
も
高
く
、「
保
険
・
医
療
・
福

祉
」(

３
４
，
０
％)

、「
子
ど
も
・
青
少
年
育
成
」(

１
６
，
９
％)

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

③
寄
附
金
の
国
際
比
較 

日
本
で
は
２
０
１
０
年
時
点 

で
個
人
に
よ
る
寄
附
額
は
１
， 

８
４
７
億
円
、
法
人
に
よ
る
寄 

附
額
は
６
，
９
７
５
億
円
と
な 

っ
て
お
り
、 

合
計
で
８
，
８
２ 

２
億
円
が
寄
附
さ
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ 

ス
な
ど
と
比
較
し
て
寄
附
金
総 

額
は
低
水
準
で
、 

特
に
、
個
人 

寄
附
の
割
合
が
小
さ
く
な
っ
て 

い
ま
す
。 

＊
な
お
、
全
国
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の 

検
索
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
協
会
も
検
索
で
き
ま
す
。 

 会員の広場 

 
私
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
企
画
！ 

 内閣府ＮＰＯホームページをちょっと覘いてみました！ その１ 

 



                       ぼらんてぃあ通信  

 
 
 ボ ラ ン テ ィ ア さ ん 募 集 ！  

 

連絡・問い合わせ先 

相模原ボランティア協会あじさい連絡所 ： 電話 ０４２（７５９）７９８２ 

相模原市社協 中央ボランティアセンター： 電話 ０４２（７８６）６１８１ 

 

ボラ協会員数 / 正会員 1２7 名 ・ 賛助会員（個人）3 名 （法人）1団体 （５月２２日現在 ） 
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《
今
月
の
イ
ラ
ス
ト 

…
活
発
な
女
の
子
で
し
た
♪ 

》 

 
 

編
集
後
記 

気
の
早
い
話
み
た
い
で
す
が
ク
リ
ス
マ
ス
頃
に
花
屋

さ
ん
に
並
ぶ
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
。
二
年
ほ
ど
前
に
小
さ
い

の
を
手
に
入
れ
、
我
流
で
挿
し
木
し
て
一
鉢
増
え
ま
し

た
が
な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。 

今
年
こ
そ
は
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
が
、
五
月
か
ら

七
月
が
挿
し
木
と
剪
定
に
良
い
時
期
と
聞
い
て
、
今
は

天
候
待
ち
。
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
は
切
り
口
を
水
に
つ
け

て
良
く
洗
っ
て
か
ら
挿
し
木
用
の
土
に
さ
す
こ
と
。
頭

の
中
で
は
赤
と
緑
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
思
い
描
き
な
が

ら
・
・
・
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
植
） 

 

2018. 5. 29 

 

デイサービス レクリエーションのお手伝い 

内  容  ①パッチワーク 

      パッチワーク作成経験者で、一緒に楽しく作っていただける方 

      ②工作 

      作品の見本を考え、一緒に作っていただける方 

活動頻度  月に１～２回 

場  所  デイサービスゆずの実・かりんとう（中央区宮下本町3-27-3） 
 

＊
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
通
信
六
月
号
の
発
行
は
、 

六
月
十
九
日
で
す
。
お
楽
し
み
に
！ 

 

都
会
の
リ
ス
は
厄
介
者
？ 

 

ア
メ
リ
カ
の
市
街
地
に
す
む
リ
ス
は
、
も
と
も
と
十

九
世
紀
半
ば
に
放
た
れ
た
も
の
だ
そ
う
だ
。
田
園
地
帯

の
よ
う
な
安
ら
ぎ
の
空
間
を
作
り
出
す
た
め
だ
っ
た
と

か
。 

 

や
が
て
リ
ス
は
厄
介
者
扱
い
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

一
九
七
〇
年
代
に
は
多
く
の
公
園
で
餌
や
り
が
禁
止
さ

れ
た
。
今
で
は
自
分
の
家
や
土
地
が
被
害
を
受
け
て
い

る
か
ど
う
か
で
リ
ス
に
対
す
る
感
情
は
こ
と
な
る
ら
し

い
。
な
ん
だ
か
同
情
し
て
し
ま
う
！ 

出
典
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク 

二
〇
一
八
年
三
月
号 

あ
ら
、
ほ
ん
と
？ 
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